
2007 大阪府植樹祭2007 大阪府植樹祭

2010森人塾2010森人塾

◦シンボルマーク
の募集・選定

◦おじいさんの木
探検隊開催

◦設立記念行事の
開催

◦トラスト運動の啓
発推進のためのイ
ベントを多数開催

◦大阪みどりの百
選保存啓発事業

◦会報「みどりのト
ラスト」創刊

◦みどりのトラス
トフェスティバ
ル等の開催

◦「緑化ポスターコ
ンクール」、緑の
少年団の育成事
業はじまる

◦会報発行が年３
回に（H2年２回）

◦「同’93」（万博記
念公園）の開催

◦「第11回ナショ
ナル・トラスト全
国大会」を大阪で
開催

◦「同’94」（万博記
念公園）の開催

◦大阪みどりのト
ラスト展の開催

◦「同’95」（大泉緑
地）の開催

◦「大阪の山ふれあ
いガイド－森林・
歴史・文化－」発行

◦「みどりのトラス
トフェスティバ
ル ’92」（万博記
念公園）の開催

◦「みどりのフォー
ラム」の開催

◦「森林文化教育講
演会」の開催

◦「同’96」（大泉緑
地）の開催

◦「同’97」（浜寺公
園）の開催

◦協会ホームペー
ジ開設

◦みどりすとお泊
り研修会開催

◦グリーンツアー
（先進地視察）実
施（岡山県）

◦「いずみの森造成
記念フォーラム」
開催

◦「みどりすとの森
オープニングイ
ベント」開催

◦グリーンツアー
実施（天神崎）

◦みどりの少年団
数 1 9 団 に 　 　

（H10：８団）

◦いずみの森宿泊
交流会

◦グリーンツアー
実施（エコリゾー
ト赤目の森）

◦クラフトボラン
ティアグループ
立ち上げ

◦「大阪の自然ガイ
ドブック」発行

◦会報「みどりのト
ラスト」年4回発
行に

◦緑の少年団との
共催事業の開催

◦緑の少年団アク
テビティ2002 
in岩湧の森

◦森のクイズ＆ク
ラフト in 万博

◦協会ホームペー
ジリニューアル

◦「緑の地球ボラン
ティアスクール」
実施

◦木になる夢銀行
事業（～H19）

◦会費の自動引き
落とし制度導入

◦協会ホームペー
ジのリニューア
ル

◦会報A4版に

◦「月に一度は里山
生活～自然保護
ボランティア養
成講座」開講（～
H26）

◦協会のホームペ
ージのリニュー
アル

◦会報年３回発行
に

◦第2回「関西・中国
地区のチョウ類
の保全を考える
集い「大阪府のギ
フチョウの生息
状況と保全」」共
催

◦森と人をつなげ
る人材育成講座

「森人塾」開講

◦協会のホームペ
ージのリニュー
アル（現在のカタ
チに）

◦会報年4回発行に

◦ワンダー！おお
さか　自然と人
とみどりのフォ
トコンテスト開
催（～H27）

◦さともり地域協議
会による里山保全
シンポジウム「私
たちの森づくりの
これからをかんが
える」の開催

◦「森人塾」みどり
すと養成講座と
して再スタート

◦森人塾特別講演
「里山を考える」
開催

◦「おおさか自然の
恵み体験ツアー」
開催

◦森人塾特別講演
～里山を考える
～「大阪の里山と
自然」開催

◦会報が林業関係
広報コンクール
において林野庁
長官賞受賞

◦森人塾特別講演
～里山と人の関
わりを考える～

「里山の文化と歴
史」開催

（春）
ウメ

（秋）
クスノキ

（春）
ササユリ

（秋）
マツボックリ

（春）
サギソウ

（秋）
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（春）
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（秋）
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（秋）
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（春）
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（春）
   コバノミツバツツジ

（秋）
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（春）
ヤマザクラ

（秋）
ダンコウバイ

（春）
ヤブツバキ

（秋）
ブナ

（春）
イロハモミジ

（春）
クヌギ

（春）
ナラガシワ

（春）
ブナ

（秋）
イロハモミジ

（春）
トチノキ

（秋）
トチノキ

（秋）
ナラガシワ

（秋）
ドングリリン

（秋）
ムラサキシキブ　

（春）
ヤマボウシ

（春）
ホオノキ

（春）
クスノキ

◦大阪府植樹祭に
代わり「トラスト
感謝祭」はじまる

◦東日本大震災の
ためトラスト感
謝祭は中止

◦東日本大震災復
興支援チャリテ
ィーコンサート
開催（上田正樹と
歌う復興支援応
援ソング）

◦株式会社大阪木
材相互市場様か
ら800万円の寄
付を受け、「学校
に森林と木の香
りを」整備事業創
設

◦第2回東日本大
震災復興支援チ
ャリティーコン
サート開催

◦第３回東日本大
震災復興支援チ
ャリティーコン
サート開催

◦「かざして募金」
はじまる

◦府立図書館と共
催の普及啓発事
業はじまる

◦森林ESDの推進
に着手

◦物品の寄付によ
る募金はじまる

◦「森と自然を活用
した保育・幼児教
育を考えるシン
ポジウム」の開催

◦自然環境保全地
域の社寺林調査
60箇所実施

◦保全対象地の選
定や保全方法の
検討

◦自然環境保全地域
5地域38.33ha
と保全契約締結

◦みどりの人材銀
行「みどりすと」
事業に着手

◦府南部の保全活
動対象地の調査
を実施

◦府北部の保全活
動対象地の調査
を実施

◦ブナ林緩衝林帯
の土地測量調査
の実施

◦ブナの稚苗養成
はじまる

◦三草山ゼフィル
スの森に30年間
の地上権を設定

◦ブナ林の緩衝林
帯の一部にブナ
のモデル植林は
じまる

◦ブナ林の天然下
種更新を促進

◦三草山ゼフィル
スの森にゼフィ
ルスの食餌木の
植栽はじまる

◦希少野生動植物
保護増殖事業（イ
タセンパラ）の実
施

◦「地黄湿地保全事
業」はじまる

◦ブナ林毎木調査 
（～H11）

◦ブナの森基金に
東山魁夷画伯よ
り寄附（H10年）

◦「和泉葛城山ブナ
の森トラスト運
動」に着手

◦「三草山ゼフィル
スの森のトラス
ト運動」に着手

◦「信太山湿地保全
事業」

◦「いずみの森（泉
佐野市）整備事業
」

◦「みどりすとの森
（島本町大沢）整
備事業」

◦「八尾水辺エコア
ップ事業」

◦「岩湧山カヤ草地
保全事業」はじま
る

◦「箕面市外院の杜
里 山 保 全 事 業 」

（外院の杜クラブ
立ち上げ）

◦「貝塚市蕎原みど
りすとの森整備
事業」はじまる

◦「和泉葛城山ブナ
林 人止め柵、木
道、作業小屋」完
成

◦「堀河みどりすと
の森（ＣＳＲドコ
モ堀河の森）保全
事業」はじまる

◦「いずみの森」、
「大沢の森」に作
業小屋完成

◦「茨木市車作の森
保全事業」

◦「能勢歌垣の森保
全事業」

◦「大和葛城山下カ
タクリ群生地保
全事業」はじまる

◦蕎原の森でエコ

マネー導入

◦「和泉葛城山ブナ
愛樹クラブ」立ち
上げ

◦「島本森のクラブ」
立ち上げ

◦「みなせ水源の森
（島本町大沢）里
山保全事業」はじ
まる

◦「和泉の国の森づ
くり」はじまる

◦ブナ林毎木調査、
全体の林相調査

（～H16）

◦和泉葛城山ブナ
林天然記念物指
定80周年記念シ
ンポジウム開催

◦緑の地域ボラン
ティアスクール
の開催(～H18)

◦「車作里山倶楽部」
立ち上げ

◦「いずみの森ボラ
ンティアの会」立
ち上げ

◦「みどりの日制定
記念の森 （島本
町桜井）里山保全
事業」はじまる

◦「タガメの田づく
り（能勢町神山有
休農地）」はじま
る。関大一中が全
学年で活動参加

◦関西自然保護機
構シンポジウム

「信太山丘陵の保
全と活用」を共催

◦能勢環境フォー
ラム「能勢の自然
の豊かさ」開催

◦第５回全国チョ
ウ類保全シンポ
ジウム「ギフチョ
ウ ～金剛葛城山
系の自然を考え
る～」共催

◦「島本森のクラブ」
NPO法人に

◦信太の森講座「惣
ヶ池湿地につい
て」開催

◦「能勢みどりすと
クラブ」立ち上げ

◦里山保全シンポ
ジウム「私たちの
もりづくりのこ
れからを考える」
開催

◦「NPO法人信太
の森FANクラブ
」と協働

◦三草山でなら枯
れ被害

◦御堂筋アメニテ
ィ事業を譲り受
け

◦遺贈による資金
等で三大保全地

（和泉葛城山ブナ
林、三草山、地黄） 
で3ヵ年（H27～
H29）の保全・再
生事業を実施

◦ブナ1本を不適
正に伐倒

◦御堂筋アメニテ
ィーの植栽 年1
回を2回に

◦ 7 月 豪 雨 、台 風
21号により三草
山で大規模な崩
落や倒木が発生

◦歌垣銀寄の森（能
勢町）で大阪自然
環境保全協会と
連携保全事業は
じまる

◦和泉葛城山ブナ
林シンポジウム
の開催

◦「グリーンウェイ
ブ 」オ フ ィ シ ャ
ル・パートナーに
任命

◦個人会費を年間
3,000円に引き
上げ

◦30周年記念トラ
スト感謝祭開催

◦いずみの森に石
窯完成

◦島本の森に炭窯
完成

◦自然保護ボラン
ティア養成講座
の開催

◦「 に ほ ん の 里
100選 記念シン
ポジウム ～多く
の生きものを育
む能勢の自然～」
開催

・里山ボランティア
養成講座の開催

（～H26）

（石井 実）

◦大阪市中央区南
本町2-1-8創建
本町ビルへ移転

◦府からの補助率
大幅減

◦公益財団法人に
移行

◦府から協会への
職員派遣終了

◦大阪市住之江区
南港北2-1-10 
ATCビルへ移転

◦大阪さともり地
域協議会設立

◦25周年記念シン
ポジウム開催

◦馬場英子様から
5,700万円の遺
贈を受ける

◦増田和子様から
1,000万円の遺
贈を受ける

◦大阪市長から環
境の保全と創造
に関する活動で
表彰

◦ 中 期 経 営 計 画
（H29～31）策定

◦協会のロゴマー
クを商標登録

◦トラスト感謝祭
内容拡大（秋山 喜久） （宮崎 勇） （中村 桂子）

◦大阪府緑化推進
委員会に指定さ
れ、緑化推進運営
協議会を設置

◦大阪市中央区本
町1-4-8 ひし富
ビルへ移転

◦10周年記念行事
開催

◦大阪市中央区馬
場町3-35大阪
府農林会館へ移
転

◦「ミート・ザ・トラ
スタ～トラスト
協会で会いまし
ょう～」実施

（中塚 昌胤）

◦設立（11/1、大
阪市中央区谷町
2-1-22　原大
手前ビル）

◦理事会、専門委員
会を設置

◦特定公益増進法
人 と な る（ ～
H24）

◦大阪市中央区大
手前1-6-4はな
ビルに移転

◦緑化推進委員会
を設置

◦評議員会を設置

◦金剛生駒紀泉国
定公園の指定拡
大に伴い、ブナ林
が特別保護地区
及び第１種特別
地域指定

◦第44回大阪府植
樹祭（摂津市）

◦第45回大阪府植
樹祭（岸和田市）

◦地黄湿地大阪府
緑地環境保全地
域指定

◦第46回大阪府植
樹祭（泉佐野市）

◦「森林と市民を結
ぶ全国の集い」を
大阪で開催

◦第23回全国育樹
祭（ 蜻 蛉 池 公 園

（岸和田市））開催

◦第47回大阪府植
樹祭 （寝屋川市）

◦「大阪府野生生物
目録」及び「大阪
府における保護
上重要な野生生
物」発行

◦第48回大阪府植
樹祭 （河内長野
市）

◦第49回大阪府植
樹祭 （高槻市）

◦大阪府漁業協同
組合連合会「漁民
の森づくり活動」
開始

◦第50回大阪府植
樹祭 （熊取町）

◦「木になる夢銀行
」オープン

◦「紀泉わいわい村
」（府民の森堀河
園地）オープン

◦第51回大阪府植
樹祭 （岸和田市）

◦第52回大阪府植
樹祭 （枚方市）

◦11月を「山に親
し む 推 進 月 間 」
に、「おおさか山
の日」を11月第
2土曜日に制定

◦第53回大阪府植
樹祭 （東大阪市）

◦みどりの大阪推
進計画策定

◦カシノナガキク
イムシによるナ
ラ・カシ類の集団
枯死被害を確認

◦堺7-3区で「はじ
まりの森」植樹祭
開催

◦第55回大阪府植
樹祭 （茨木市）

◦大阪21世紀新環
境総合計画

◦金剛生駒紀泉国
定公園指定50周
年

◦生駒山系花屏風
構想

◦第56回大阪府植
樹祭 （河南町）

◦「森林と市民を結
ぶ全国の集い」を
大阪で開催

◦第54回大阪府植
樹祭 （大東市）

◦国際花と緑の博
覧会（鶴見緑地）

◦第38回大阪府植
樹祭（泉南市）

◦和泉葛城山ブナ
林の牛滝林道側
に保護樹林帯を
造成

◦第39回大阪府植
樹祭（四条畷市）

◦ナショナルトラ
スト全国大会を
大阪で開催

◦第41回大阪府植
樹祭（高槻市）

◦大阪府環境基本
条例

◦第42回大阪府植
樹祭（羽曳野市）

◦大阪府みどりの
功労者表彰制度
はじまる

◦APEC’95大阪会
議

◦第43回大阪府植
樹祭（東大阪市）

◦三草山大阪府緑
地環境保全地域
指定

◦和泉葛城山ブナ
林の緩衝樹林帯
の 土 地 取 得（ ～
H6）

◦第40回大阪府植
樹祭（阪南市）

◦財団法人大阪み
どりのトラスト
協会設立

◦自然環境保全地
域指定（4地域）

◦大阪みどりの百
選選定

◦第37回大阪府植
樹祭（松原市）

◦公共建築物等木
材利用促進法

◦生物多様性地域
連携促進法

◦レッドデータブ
ック（3訂版）

◦国連がパリ協定、
SDGs採択

◦みどりの募金法 ◦京都議定書 ◦地球温暖化防止
推進法

◦国連生物多様性
の10年

◦MDGs策定 ◦生物多様性国家
戦略

◦自然再生推進法 ◦外来生物法 ◦生物多様性基本
法

◦「我が国における
保護上重要な植
物種の現状」発行

◦樹木医制度創設

◦動物版レッドデ
ータブック発行

◦種の保存法

◦環境基本法

◦リオデジャネイ
ロ地球サミット

◦バブル経済

◦消費税導入

◦ベルリンの壁崩壊

◦不動産融資に関
する総量規制

◦クウェート侵攻

◦ドイツ再統一

◦バブル経済崩壊

◦湾岸戦争

◦ソビエト連邦崩壊

◦屋久島、白神山地が
世界自然遺産に

◦Ｊリーグ開催

◦EU誕生

◦関西空港開港 ◦阪神淡路大震災

◦オウムサリン事件

◦Windows95発売

◦住専不良債権問
題

◦消費税5%に

◦アジア通貨危機

◦長野オリンピッ
ク

◦NPO法施行

◦ITバブル

◦ユーロ導入

◦介護保険制度始
まる

◦同時多発テロ

◦USJ開園

◦FIFAワールドカ
ップ日韓大会

◦日朝首脳会談

◦イラク戦争 ◦郵政民営化閣議
決定

◦新潟県中越地震

◦知床が世界自然
遺産に

◦愛・地球博（愛知
万博）開催

◦サブプライム問
題

◦郵政民営化

◦国際生物多様性年

◦生物多様性条約
第10回締約国会
議（COP10）

◦東日本大震災

◦小笠原諸島が世
界自然遺産に

◦国際森林年

◦消費税8%に ◦熊本地震 ◦台風21号被害 ◦大阪北部地震

◦平成30年7月豪
雨

◦台風21号被害

◦リーマンショッ
ク

◦緑の募金による
学校緑化・地域緑
化

◦鎮守の森整備事
業（～H9）

◦樹木保存事業（～
H11）

◦緑の羽根募金運
動・関連事業はじ
まる

◦大阪府植樹祭の
共催（～H20）

◦「花いっぱい運動」
は じ ま る（ ～
H11）

◦「緑の羽根募金の
森づくり」はじま
る

◦緑化功労者の表
彰はじまる

◦第23回全国育樹
祭及び記念行事
開催

◦全国緑の少年団
活 動 発 表 大 会
及び交歓集会

◦緑の地球環境会議

◦人と樹木のこだ
わりメッセ‘99

◦みどりづくりの
輪活動支援はじ
まる

◦みどりのボラン
ティア活動ネッ
トワーク化事業
はじまる

◦キャンペーンバ
ッジ第1号「ブナ
」作成

◦「こどもの森の国
づくり」（自然環
境学習支援）はじ
まる（～H18）

◦「全労災寄付金に
よる緑化推進事
業」を実施

（太田 房枝）（横山 ノック）（中川 和雄）（岸 昌） （橋下 徹） （松井 一郎）

1995 和泉葛城山ブナ林 保全活動 
（種まき）
1995 和泉葛城山ブナ林 保全活動

（種まき） 2004地黄湿地保全活動

2002 三草山ゼフィルスの森 ウォッチング

2004地黄湿地保全活動

2002 三草山ゼフィルスの森 ウォッチング

2009タガメの田づくり 年遊休農地活用2009タガメの田づくり 年遊休農地活用
2010八尾水辺エコアップ
ドビ流し
2010八尾水辺エコアップ
ドビ流し

1989 ’90 ’91 ’92 ’93 ’94 ’95 ’96 ’97 ’98 ’99 2000 ’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17 ’18
平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

社会・経済

自 然 環 境
保 全 事 業

緑 化 推 進
（緑の募金）
　 事 業 　

普 及 啓 発
事 業

大 阪 府

　（ 知 事 ）　

ト ラ ス ト
協 会

　（ 会 長 ）　

環 境 保 全
関 連 制 度

社会・経済

自 然 環 境
保 全 事 業

緑 化 推 進
（緑の募金）
　 事 業 　

普 及 啓 発
事 業

大 阪 府

　（ 知 事 ）　

ト ラ ス ト
協 会

　（ 会 長 ）　

環 境 保 全
関 連 制 度

◦大阪府レッドリス
ト改定、生物多様
性ホットスポット
55か所を選定

◦府内各地で7月
豪雨、台風21号
の被害発生

◦2025年国際博
覧会の開催地が
大阪に決定


